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●キーワード：コーティング交通インフラ保護、⾼速道路
●連携先業種：運輸業、製造業（輸送⽤機器）、製造業（⽯油・⽯炭製品）、電気・ガス・⽔道業

現⾏の交通インフラでは、道路照明（⾼所）、標識の劣化、視線誘導製品、防護柵、透明防⾳壁 （樹
脂）、コンクリートなど、⾵⾬、紫外光、塩害による劣化、更には積雪、悪天候などによる視認性の低
下・機能停 ⽌による事故、危険な点検交換作業などの課題があります。また、次世代の道路の ICT 化
に向け、通信インフラや監視カメラの積雪等による通信障害やデータ誤認識などの課題が想定されます。
こうした課題を解決するため、我々は独⾃の光照射技術とセラミクス薄膜形成技術とを融合した先進的
なコーティング技術により、部材の撥⽔、⾼耐候・防⾷及び⾼機能化（視認性向上）と信頼性評価、先
端評価技術を開発し、インフラ保全、メンテナンス作業簡素化と同時に交通安全の向上を実現します。

安心安全な交通インフラの実現に向けて自動
車や監視カメラには自動運転や事故防止を実現
する視認性の高いセンサーが採用され始めてい
ます。これらのセンサーには昼夜・天候に関わ
らず優れた視認性が要求されるため、着雪防止
や防曇を目的とした透明ヒータの導入が求めら
れます。我々はこれまで、高い電子移動度に依
り、可視から近赤外帯域で優れた透光性と高い
導電性を両立できる軽量な透明ヒータ部材を開
発してきました。これらの部材の実用化への取
り組みとしてに向け、ヒータ材料となる透明導
電酸化物薄膜の高導電性性発現メカニズム解明
することにより、安定的に製膜できるプロセス
ウインドウを明らかにしました。

● 先進コーティング技術でインフラ部材の長寿命・高機能化
● 透明ヒーター材を安定に製膜できるプロセスウインドウを明らかに
● 全天候に対応可能な次世代近赤外線センサーの実現に貢献

透明ヒータ部材の形成プロセス形成パラメータの最適化：赤枠が好適なプロセスウィンドウ
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